
必要となる機能 必要な施策案（ハード・ソフト）課題解決の方向性

バス乗降機能

タクシー乗降機能

新たなモビリティサービス

駐輪機能

一般車送迎・駐車機能
モーダルコネクト

（交通モード間接続）
環境の整備

安全・円滑な通行機能駅周辺の混雑緩和
・交通円滑化

回遊機能
駅周辺の回遊性の向上

交流機能 （公共施設）

賑わい機能（商業施設）

子育て支援機能（公共施設）交通事業者、商店街、企業との
連携による賑わい・魅力向上

防災機能
災害への備え

〇追浜駅周辺における課題を踏まえ、必要となる機能の導入を図るため、限られた空間を有効活用しつ
つ、ハード・ソフトの両面から対策をとることが必要です。

ユニバーサルデザイン
への配慮

• 駅前広場の拡張、再編（乗降場の集約）
• 一般車の送迎・駐車場の整備
• 駐輪場の再編
• 新たなモビリティサービスの導入
• MaaS等を活用した乗り継ぎ円滑化
• ICT技術を活用した効率的なバス等の運用

• 追浜駅前交差点改良
• 追浜夏島線上のバス乗降場の移設
• 追浜夏島線の機能拡充

• 歩行者デッキ再整備
• 歩行者動線の再編

• 駅周辺への公共施設整備
（子育て支援施設）

• 商店街・スポーツ施設との連携
• 多目的広場の整備
• 情報提供設備の設置
• EVの非常用電源としての活用

• 関連事業も含め、まち全体としてユニ
バーサルな環境を整えていく

５-１．備えるべき機能
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５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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新再開発ゾーン

既存再開発ゾーン 鷹取川ゾーン
追浜夏島線ゾーン

新たなモビリティサービス 防災機能 安全・円滑な通行機能

バス乗降機能

駐輪機能 交流機能（公共施設）

市街地拠点機能（商業施設）

新たな機能

駅前ゾーン

25 50 100ｍ

一般車送迎・駐車機能

回遊機能など

横須賀スタジアム

日産自動車
追浜工場

ゾーン間で機能を分担

〇駅前空間の空間的制約により、必要な機能のすべてを駅前だけで受け持つことが難しい状況です。
〇そのため、駅前空間に収まらない機能については、周辺の民間事業等と分担し、機能を確保してい

く必要があります。

現在の機能
タクシー乗降機能

５-２．分担型整備の考え方

出典：国土地理院空中写真

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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〇限られた駅前空間のため、追浜駅前第2街区にて整備される機能を踏まえ、駅前空間側に必要な機能
を確保します。

・一般車駐車場
・駐輪場
・商業施設
・図書館

等

駅前空間側での機能配置(案) 

※厳密な用地買収範囲を示すものではありません。

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ

５-３-１．事業の対象範囲

・交通ターミナル
(バス・タクシー・一般車乗降場)

・賑わい空間（商業施設等）
・デッキ (兼災害時滞留場所)
・公共施設(ex.子育て支援施設等）
・待合・利便施設、情報発信施設

等

追浜駅前第2街区側での機能配置(案)



５-３-２．事業の対象範囲及び事業スケジュール

○交通事業者等との意見交換及び交通管理者との調整を踏まえ、出入口部の安全対策、将来的な連節バス導
入可能性、交通事業者の負担や旅客サービスへの影響を加味し交通ターミナルの形状を具体化しました。

○今後は事業スケジュールに従い、必要な手続き等を進めて参ります。
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交通ターミナル整備の
事業スケジュール

工事

令和７年６月に事業計画を改定、
今年度には地元説明会及び
用地測量・幅杭設置を実施予定

将来

民間事業者の公募

都市計画手続き

都市計画決定

※

※

用地交渉・契約

用地測量
幅杭設置
物件調査

事業計画の見直し公表

地元説明会

令和７年６月

※厳密な用地買収範囲を示すものではありません

※将来導入の可能性がある連節バスのイメージ

写真提供：川崎鶴見臨港バス㈱

追浜駅前
交差点

バス

タクシー

一般車

EV

EVESC

凡例： 事業範囲

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません

追浜駅前
交差点

※民間事業者から都市計画の提案等があった
  場合

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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〇駅前に必要な機能を導入していくためには、狭い敷地を有効活用することが必要となります。
〇そのため、交通結節点の整備においては、交通機能・交流機能・子育て支援機能・賑わい機能・防災

機能を階層的に配置することで、空間の有効活用を図ります。

＜追浜駅前広場の立体的活用＞

〇１階と２階は道路空間として国が交
通ターミナル、賑わい機能（商業施設）
及びデッキ等を整備

〇２階以上の部分は交流機能・子育て
支援機能・賑わい機能（商業施設）
等を整備

空間を立体的に活用することで、交通機
能・交流機能・子育て支援機能・賑わい
機能・防災機能を階層的に配置

＜駅前空間の立体的活用＞

５-４．事業スキーム（立体的空間活用）

■ 駅前空間の立体的活用

官民連携による道路空間の
立体的な活用

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません。

デッキ
子育て支援機能

交流機能
賑わい機能（商業施設）

追浜駅

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ

：交通ターミナル、賑わい機能（商業施設）及びデッキ【国・（※民間）】
：交流機能、賑わい機能（商業施設） 【国・（※民間）】

：子育て支援機能【市】

※民間活力の導入具体化に向けて検討を行います。



〇「交通結節点」と「まち」をスムーズな歩行者動線で接続することで、えき・まち・みち・水辺の回
遊性を向上し、滞在したくなる空間を創出します。

〇駅前再開発等との連携により歩行者デッキを整備することで、歩行者と車・自転車の動線を階層化し、
利便性と安全性がどちらも確保された空間を確保していきます。

〇縦方向の移動についても、民間開発と連携し、分かりやすく便利な動線を構築していきます。
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５-５．動線ネットワーク

デッキネットワークにより
“まち”と接続

デッキ下空間の安全性・
快適性にも留意

歩行者・自動車を含めた
各交通手段の移動が

円滑となるように整備

交通ターミナル

追浜駅

鷹取川

国道16号

市道追浜夏島線

縦動線

縦動線

縦動線

歩行者デッキ

縦動線

追浜駅前第2街区

既存再開発

縦動線

縦動線

コンセプト：①歩車動線を階層的に分離し、安全かつ快適な空間を確保
②えき・まち・みち・水辺の回遊性を向上し、滞在したくなる空間を確保

詳細検討の際には、ユニバーサルデザインに
配慮し、専門家や福祉団体等の意見を取り入
れることも検討します

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません

縦動線

縦動線

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ



46

〇追浜駅周辺の事業計画策定時の時刻表等を基にすると、バスバースは６バース程度必要となります。
また、タクシーについても、各１台分の乗降場および５台程度の待機場が必要と考えられます。

〇円滑なバス・タクシー運行のため、運行調整を行い配置を検討していく必要があります。
〇これらの調整役等については、関係各所との調整の上、今後決定していく必要があります。

追浜駅
（改札）

賑わい機能・
子育て支援機能・

交流機能

交通ターミナル等

歩行者デッキ

駅前交差点

５-６．交通ターミナル整備の考え方

■ 断面イメージ

駅前交差点

障
害

者
等

用

追浜南町入口交差点

至 

横
須
賀
中
央

至 

横
須
賀

至 
横
浜

至 

横
浜

市道追浜夏島線

京急本線

待機バス

身障者用タクシー
降車

タクシー
乗車

一般車

バスバスバスバス

追浜駅

バス※

荷捌きスペース

利便増進施設 等

タクシー待機場

タクシー
待機

※将来導入の可能性がある連節バスを考慮

■ 平面イメージ

交差点改良や市道拡幅と合わせた
円滑な交通流の確保にも留意

■ 検討体制イメージ

運行調整等に係る検討体制イメージ

整備局 警察

その他の
関係機関

再開発組合

バス事業者 バス協会

鉄道事業者

運輸局

行政
総合的な調整役

ターミナル開業まで
積極的に事業を推進

※ 交通ターミナルの整備内容
については、今後関係機関
調整にて詳細を決定

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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５-７．公共施設

子育て支援施設イメージ 出典：旭市多世代交流施設おひさまテラスHP

資料提供：横浜DeNAベイスターズ

〇交通結節点の整備では、子育て支援施設などの公益利便に資する子育て支援機能や賑わい機能（商業
施設）などの導入が期待されます。先行する追浜駅前第2街区第一種市街地再開発事業で計画されて
いる図書館の整備と併せて駅前空間に必要な機能を確保します。

〇また、多くの人が集まることから、イベントに活用できる多目的スペースや防災機能についても具備
すべきと考えます。

図書館イメージ（那須塩原市図書館）出典：事務局撮影 イベント広場イメージ（キッズベースボールフェスティバル2019の様子）

イベント広場イメージ（泉マルシェの様子） 出典：泉マルシェ実行委員会提供

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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〇追浜駅交通結節点とまちを接続するユニバーサルデザインに配慮した歩行空間として、周辺街区（サ
ンビーチ追浜、追浜駅前第2街区第一種市街地再開発事業）との間を2階レベルで接続するペデスト
リアンデッキを整備します。

〇駅前広場としての交通手段の利用や乗り換え、待ち合い等の空間としてだけでなく、市民や来訪者
が集い、くつろぎ、賑わう空間として活用します。

〇また、災害時にも一時的な避難場所やバス待機者の受け入れ空間などとして活用可能な機能を導入し
ます。

５-８．デッキ空間

■デッキの導入機能 ■デッキ整備イメージ

導入機能（想定） 内容

歩行機能 ・ユニバーサルデザインを確保した歩行者動線
・追浜駅を中心とした東西南北方向のシームレス
な移動

賑わい機能 ・多目的（イベント）スペース
・休憩施設 など

防災機能 ・災害時の一時的な避難場所
・バス待機者の受け入れ空間
・災害時の情報提供、非常用電源等の提供 など

次世代モビリティ ・次世代モビリティの乗降空間 など
※イメージであり、整備内容を決定するものではありません

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ



〇追浜駅は、京急線と並行・直交する広域道路網の接点に立地することから、災害により鉄道・道路
が不通となった場合に対応した、代行バスの発着拠点としての機能が求められます。

〇上記を踏まえ、駅前空間を活用した災害時乗換拠点としての機能確保についても検討を進めます。
〇また、追浜駅周辺の各避難地・避難所への安全・安心な避難行動等を支援するため、災害発生直後

や復旧段階等における情報拠点としての機能導入を検討します。

49代行バス（くま川鉄道 人吉温泉駅の状況）出典：国交省HP

■京急線と道路網による災害時の冗長性確保イメージ

■災害時の情報提供イメージ

出典：資源エネルギー庁ウェブサイト
（https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/xev_saigai.html）

・交通結節点の災害時交通マネジメント拠点としての活用
・イベントに活用できる多目的スペースを、災害時滞留場所として利用
・鉄道・バス等の乗り継ぎ案内情報板や、Wi-Fiを活用した情報提供
・EV車両の災害時の非常用電源としての活用
・次世代モビリティを活用した避難場所までの移動支援

■交通結節点に導入する機能の災害時の活用例

災害時の避難者の行動イメージ

■EV等を活用した
携帯電話等の充電イメージ

５-９．防災機能

• 追浜駅に行けば、リアルタイムな
被災状況や避難場所の情報が
確実に入手できるから安心

• 追浜駅に行けば、知り合いや地域
の人にも落ち合え、安心できる

• Wi-Fiも利用できるため、イン
ターネットでの情報収集や家族等
への連絡もスムーズ

• 電気自動車を利用した携帯電話の
充電ができ、安心して避難できる

• 日常的に利用する次世代モビリ
ティや自動運転車両を使って、避
難ができるので、高齢者でも安心
して避難ができる

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ



朝比奈IC

横須賀IC

逗子IC

衣笠IC

佐原IC

国道16号

三崎口駅

浦賀駅

京急久里浜駅

横須賀
中央駅

追浜駅
交通結節点

国道357号

馬堀海岸IC
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朝比奈IC

横須賀IC

逗子IC

衣笠IC

佐原IC

馬堀海岸IC

国道357号

三崎口駅

浦賀駅

京急久里浜駅

横須賀中央駅

追浜駅

国道16号

・安定した代行バスの
運行が難しい

・鉄道復旧までの移動
が困難

・テレビ・ラジオでは、地域
の災害情報入手が難しい

・停電で携帯の充電が心配

・交通集中による渋滞や啓開
遅延が発生

・渋滞が原因で効率的な物資
輸送が難しい

・代行バスの定期的運行によ
り移動支援

・道路・鉄道のダブルネット
ワークで安心して移動可能

・地域の災害・交通情報の
入手や携帯が充電可能

・交通結節点や国道357号等の整
備により、災害に強い道路ネッ
トワークを形成

・モーダルコネクト・緊急輸送の
拠点として、交通結節点を活用

大雨・高潮等による「停電」「国道16号追浜駅北側での道路冠水」「追浜駅南側での土砂災害による京急線運休」の同時発災を想定

○追浜駅交通結節点の整備により、災害時における人やモノの移動、情報の集約・提供、災害復旧活動
を支援し、三浦半島全体の耐災害性強化を図ります。

現状 追浜駅交通結節点整備後

国道16号の冠水

京急線の運休

国道16号
の冠水

京急線の運休

地図出典：国土地理院

・代行バス運行による自家用車交
通量の削減により、渋滞削減

・迅速・効率的な輸送、啓開作業
が可能

地図出典：国土地理院

図 東日本大震災時の仙台駅
出典：よみがえれ！ みちのくの鉄道

（東北運輸局）

図 シャトルバス乗車待ち（泉中央駅）
出典：東北運輸局

図 シャトルバスの運行状況（台原駅）
出典：よみがえれ！ みちのくの鉄道（東北運輸局）

図 EVによる給電
出典：資源エネルギー庁ウェブサイト

図 過去の土砂災害時の様子
出典： 鉄道事故調査報告書

（運輸安全委員会）

５-１０．災害時の三浦半島全体への支援・耐災害性強化イメージ

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ



〇交通結節点整備による利便性向上・次世代モビリティの普及等も見据え、追浜駅周辺の移動圏域の再
構成を検討します。

〇次世代モビリティにより、既存モビリティを補完することで、駅周辺の回遊性の向上を目指します。
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■既存交通の移動圏域イメージ

■移動圏域の再構成イメージ■次世代モビリティによる移動圏域の再構成

2km

1km

追浜駅

500m

0m 500m 1km

路線バス
・自転車圏

徒歩圏

鉄道・自動車・バイク圏

地図出典：ＮＴＴインフラネット

既存の交通手段でカバー出来ていない領域
（トランスポーテーションギャップ）

トランスポーテーションギャップの補
完も含め、次世代モビリティの普及に
より、移動圏域が再構成される可能性
がある電動キックボード 原動機付歩行補助車

大きさ

L= 1,000mm程度

W=500mm程度

H=1,300mm程度

L= 700mm程度

W=500mm程度

H=1,200mm程度

L=600mm程度

W=1,000mm程度

H=1,000mm程度

L= 2,500mm程度

W=1,000mm程度

H=1,500mm程度

L= 5,300mm

W=2,100mm

H=2,800mm

乗車定員 1名 1名 1名 2名 20名

駆動方式 電動 電動 電動 電動 電動

充電時間 約3時間 約3時間 約5時間 約5時間 約8時間

航続距離 約20km 約15km 約20km 約100km 約150km

速度（最高・表定） 約20km/h以下 約10km/h以下（切り替え可） 約6km/h以下 約60km/h以下 約25km/h以下

その他 最大勾配20度 勾配10%、段差2cmまで対応 登坂力10度、5cmの段差乗越対応 ー 最大4名の車椅子ユーザーの乗車が可能

種別

パーソナルモビリティ
超小型モビリティ 多目的モビリティ

搭乗型移動支援ロボット

参考

イメージ

超小型モビリティ
電動

キックボード多目的モビリティ

等

５-１１．次世代モビリティ

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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○ 「追浜えき・まち・みちデザインセンター」と連携し、交通ターミナル整備を推進するとともに、道
路管理者としての役割を明確にしつつ、災害時マネジメントを含めた、整備後の運営管理などの将来
的なエリアマネジメントを見据えた体制を構築します。

５-１２．「追浜えき・まち・みちデザインセンター」と連携した事業の推進

■ 地域と連携した事業の推進

スポーツチーム

行政

道路管理者

地域住民・在勤者

横須賀市

横浜国道事務所

地域を主体とした連携体制

商店街
行政

連携

民間事業者

開発事業者等

学識者

タクシー事業者

企業等

鉄道事業者

バス事業者

５．追浜駅交通結節点整備事業の具体イメージ
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